
2012年
10月

10日
発

行
　

■
発

行
元

・
古

賀
市

役
所

　
■

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
ア

ド
レ

ス
　

http://w
w

w
.city.koga.fukuoka.jp/

■
編

集
・

経
営

企
画

課
広

報
係

　
〒

811-3192　
福

岡
県

古
賀

市
駅

東
一

丁
目

１
番

１
号

　
☎（

092）942-1111 （
大

代
）　

FA
X（

092）942-3758　
■

印
刷

・
社

会
福

祉
法

人
　

福
岡

コ
ロ

ニ
ー

広
報
こ
がPUBLIC

RELATIONS
広報こ

が

2
012.10.10  Octo

ber
 N
o.
6
6
9●
ふ
る
さと

古賀
の情報ぎっしり

●

10
2012

Akaboshi Takashi
1912-1983

古賀の風土が生んだ画家
赤星孝の生涯
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特集　生誕100年

昭和36年　イギリス・ドーバー海峡にて
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特集／生誕100年　画家　赤星孝
ヒューマンライツ
K-1（古賀の一品）グランプリ
第３回古賀市いきいきボールンピック
REPORT／介護保険
ヘルスアップシリーズ
インフォメーション
・「おはよう」から始まる地域福祉
・親力・子力
・後期高齢者医療制度
街角スナップ・お誕生日おめでとう
My Life・歴史資料館だより
図書館だより
みんなでスポーツ（体育協会）
情報BOX・点描・ひとのデータ
辞書引き学習講演会
KOGAのよかもんプレゼント

＊「メルコガ」とは、古賀市が配信する公式
メールマガジンです。イベント情報や新しい
制度などを月２回配信します。簡単な手順で
登録できるので、ぜひ、登録してください。

※�QRコードが使えない携帯
電話やパソコンからの登
録は、直接「p-kogacity@
t.bme.jp」に空メールを送
信してください。

　

生
ま
れ
た
時
か
ら
古
賀
に
お
住
ま
い

の
30
代
以
上
の
人
な
ら
、「
青
柳
の
赤
星

医
院
」、「
や
け
ど
治
療
の
赤
星
」
と
聞
け

ば
懐
か
し
く
思
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
画
家
、赤
星
孝（
本
名
・
孝
夫
）

は
、
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
前
の

１
９
１
２
（
明
治
45
）
年
７
月
１
日
、
青

柳
で
代
々
医
院
を
営
む
父
弥
太
郎
、
母

る
い
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
感
受
性
が
強
く
、

絵
を
描
く
こ
と
が
大
好
き
で
、
少
年
時

代
は
、
自
転
車
の
荷
台
に
水
彩
画
の
道

具
を
積
ん
で
は
青
柳
の
丘
や
古
賀
の
浜

に
出
か
け
、
写
生
し
て
ま
わ
っ
た
と
い

う
孝
。
ま
た
大
変
な
読
書
家
で
も
あ
り
、

と
き
に
は
詩
集
を
懐
に
、
野
山
を
さ
ま

よ
い
夢
想
に
ふ
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
の

だ
と
か
。

　

旧
制
福
岡
中
学
校
３
年
生
（
15
歳
）
の

と
き
に
は
、
家
業
の
医
者
は
継
が
ず
画

家
に
な
る
こ
と
を
決
心
し
、
４
年
生
に

な
る
と
、
親
に
黙
っ
て
通
学
定
期
を
払

い
戻
し
た
お
金
で
、
油
絵
の
道
具
一
式

を
買
い
そ
ろ
え
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
頃
か
ら
福
岡
市
中
島
町

（
現
・
福
岡
市
博
多
区
中
洲
中
島
町
）
に

あ
っ
た
と
い
う
画
材
屋
の
美
生
社
に
頻

繁
に
通
う
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
で
、
修

猷
館
の
学
生
で
、
後
に
独
立
美
術
協
会

で
所
属
を
同
じ
く
す
る
山
田
栄
二
（
洋
画

家
・
独
立
美
術
協
会
会
員
・
故
人
）
ら
画

家
を
志
す
仲
間
と
知
り
合
い
、
と
も
に

芸
術
へ
の
情
熱
を
燃
や
し
、
互
い
に
腕

を
磨
き
あ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

美
に
憧
れ
る
情
熱
は
日
増
し
に
高
ま

り
、
昼
も
夜
も
デ
ッ
サ
ン
や
油
絵
に
憑

か
れ
た
よ
う
に
没
頭
し
た
と
い
う
孝
は
、

中
学
５
年
の
３
学
期
に
入
る
と
、
さ
ら

な
る
画
家
修
業
に
励
む
べ
く
、
卒
業
式

を
待
た
ず
に
東
京
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。

　

孝
は
自
身
の
中
学
時
代
に
つ
い
て
、

「
両
親
は
、
医
者
に
な
ら
ぬ
息
子
を
嘆
い

た
が
、
自
分
の
進
む
道
を
早
く
か
ら
決

め
、
ま
っ
し
ぐ
ら
に
歩
い
た
私
の
中
学

時
代
は
、
幸
せ
だ
っ
た
と
い
う
べ
き
だ

ろ
う
」と
回
想
し
て
い
ま
す
。

［今月の表紙］

古賀市出身の洋画家、赤星孝さん（明
治45年－昭和58年）は、今年生誕100
年を迎えます。戦後、九州画壇の再
建に尽力し、中央画壇でも活躍した
赤星さんの半生を、作品紹介や赤星
さんを知る人々からのインタビュー
を交え紹介します。
（２ページから関連記事）
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「メルコガ」に登録しよう！

■問い合わせ
　経営企画課広報係　☎９４２－１３４６

［上］昭和40年頃。50代を迎え、意欲的に大作の制作に取り組んでいた頃

坂
本
繁
二
郎
と
対
等
に
芸
術
論
を
交
わ
し
た
―
―
。

そ
ん
な
画
家
が
古
賀
に
い
た
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

赤星孝、郷土の画家を探る
少年時代・画家を志す

1

［左］ノートルダム寺院の圧倒的な
荘厳さは見る者の心を奪う

《ノートルダム（パリ）》
昭和44年～昭和50年
油彩、キャンバス　10号

［右］「白の時代」を代表する
作品の一つ

《裸婦》
昭和48年　油彩、キャンバス　20号

画家　赤星 孝
特集　生誕100年

美の神に憑かれたがごとく
絵画一筋に生きた画家、赤星孝の生涯

Akaboshi Takashi



KOGA

4
KOGA

5

　

17
歳
で
上
京
後
、
美
術
研
究
所
に
通

い
な
が
ら
、
20
歳
の
時
に
は
、
川
口
軌き

外が
い

、
児
島
善
三
郎
、
里
見
勝
蔵
、
林
武
、

三
岸
好
太
郎
な
ど
、
当
時
の
人
気
画
家

が
多
数
所
属
し
た
美
術
団
体
、
独
立
美

術
協
会
主
催
の
第
２
回
独
立
展
に
初
出

品
初
入
選
の
快
挙
を
果
た
し
ま
し
た
。

同
年
、
帝
国
美
術
学
校
（
現
・
武
蔵
野
美

術
大
学
）
に
進
学
し
、
昭
和
15
年
に
は
第

10
回
独
立
展
で
最
高
賞
に
当
た
る
独
立

美
術
協
会
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
精
力

的
に
制
作
活
動
を
行
っ
て
い
た
孝
で
し

た
が
、
昭
和
16
年
、
軍
隊
に
召
集
さ
れ
、

４
年
間
、
画
業
の
中
断
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
配
属
先
の
久
留
米

で
運
命
的
な
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

所
属
部
隊
内
の
美
術
協
会
の
設
立
に
関

わ
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
梅
原
龍
三

郎
、
安
井
曾
太
郎
と
並
ぶ
戦
後
洋
画
界

の
巨
匠
、
坂
本
繁
二
郎
と
知
り
合
い
ま

す
。
当
初
か
ら
、
孝
の
作
品
を
評
価
し

た
と
い
う
坂
本
と
は
、
以
降
、
坂
本
が

亡
く
な
る
ま
で
、
互
い
の
作
品
を
率
直

に
批
評
し
合
う
な
ど
し
て
交
流
を
続
け

ま
し
た
。
孝
は
坂
本
の
美
に
対
す
る
姿

勢
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
と
言
い
、

ま
た
そ
の
親
密
さ
は
、
坂
本
が
晩
年
に

眼
病
を
患
っ
た
際
、
孝
か
ら
手
術
を
受

け
る
よ
う
説
得
し
て
ほ
し
い
と
周
囲
か

ら
依
頼
さ
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
か

ら
も
伺
え
ま
す
。［
写
真
②
］

　

昭
和
20
年
、
学
生
時
代
か
ら
の
知
り

合
い
で
あ
っ
た
画
家
、
直
村
信
子
と
結

婚
し
た
孝
は
、
現
・
古
賀
市
青
柳
や
福

岡
市
中
央
区
地
行
に
暮
ら
し
、
西
部
美

術
協
会
、
福
岡
県
美
術
協
会
の
再
建
や

画
家
仲
間
た
ち
と
美
術
団
体
「
朱し
ゅ
ぼ
う
し
ゃ

貌
社
」

を
結
成
す
る
な
ど
、
戦
後
の
九
州
画
壇

の
復
興
に
尽
力
し
ま
す
。［
写
真
③
］
ま
た

こ
の
頃
、
芥
川
賞
作
家
、
火
野
葦
平
の

新
聞
連
載
小
説
「
燃
え
る
河
」
の
挿
絵
を

担
当
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
火
野

と
交
流
を
深
め
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

［
写
真
④
］
さ
ら
に
昭
和
20
年
代
の
後
半
か

ら
は
、
多
彩
な
才
能
を
発
揮
し
、
本
の

装
丁
や
新
聞
・
雑
誌
の
カ
ッ
ト
の
仕
事

な
ど
も
手
が
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

昭
和
29
年
に
再
び
活
動
の
場
を
東
京

に
移
し
た
孝
で
し
た
が
、
昭
和
36
年
か

ら
２
年
間
、
単
身
パ
リ
を
中
心
に
生
活

し
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
中
を
歩
き

回
り
、
昼
夜
を
忘
れ
て
描
き
続
け
ま
し

た
。
戦
前
の
福
岡
時
代
か
ら
の
画
友
で

あ
っ
た
野
見
山
暁
治
も
、
こ
の
時
期
パ

リ
に
滞
在
し
て
お
り
、
頻
繁
に
連
絡
を

取
り
合
い
、
行
動
を
と
も
に
す
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
で
し
た
。
こ
の
２
年
間
の

密
度
の
高
い
時
間
が
、
後
の
孝
の
画
業

へ
の
重
要
な
転
機
と
な
り
ま
し
た
。
帰

国
後
は
、
意
欲
的
に
作
品
制
作
に
取
り

組
み
、
所
属
す
る
独
立
美
術
協
会
主
催

の
独
立
展
に
大
作
出
品
を
続
け
ま
し
た
。

　

昭
和
43
年
に
は
、
２
度
目
の
渡
欧
。

今
度
は
１
年
間
、
地
中
海
の
島
々
を
巡

り
ま
す
。
特
に
ス
ペ
イ
ン
領
イ
ビ
サ
の

美
し
い
「
白
」
壁
造
り
の
町
並
み
に
魅
せ

ら
れ
た
孝
は
、
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
作
品

の
発
想
が
沸
き
立
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

事
実
、
帰
国
後
は
、
こ
の
「
白
」
を
基

調
と
し
た
作
品
が
相
次
い
で
誕
生
し
ま

す
。
後
に
「
白
の
時
代
」
と
も
呼
ば
れ
る

こ
の
時
期
の
作
品
群
は
、
孝
の
独
創
的

な
画
法
を
よ
り
精
密
に
磨
き
上
げ
た
時

期
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
白
を
基
調
と
し

た
１
０
０
号
、
２
０
０
号
の
キ
ャ
ン
バ

ス
か
ら
感
動
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、

構
図
の
構
成
力
は
も
と
よ
り
、
白
色
の

中
で
の
色
調
と
線
が
織
り
成
す
調
和
が

絶
対
条
件
に
な
り
ま
す
。
こ
の「
イ
ビ
サ
」

シ
リ
ー
ズ
を
原
点
に
し
、「
弾
奏
」「
シ
シ
」

な
ど
、
孝
は
次
々
に
シ
リ
ー
ズ
作
品
を

展
開
し
ま
す
。

　

昭
和
49
年
、
60
歳
を
過
ぎ
、
こ
れ
ま

で
と
環
境
を
変
え
て
、
新
た
な
気
持
ち

で
作
品
制
作
に
取
り
組
み
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
孝
は
、
故
郷
古
賀
に
ア

ト
リ
エ
を
構
え
ま
す
。
約
30
年
ぶ
り
に

帰
郷
し
た
古
賀
で
、
孝
は
、
幼
い
頃
の

よ
う
に
古
賀
の
浜
な
ど
へ
ス
ケ
ッ
チ
に

出
か
け
、
次
回
作
品
の
構
想
に
思
い
を

め
ぐ
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
古
賀
で
新
た
な

代
表
作
を
発
表
し
よ
う
と
し
て
い
た
矢

先
の
昭
和
50
年
、
孝
は
病
に
倒
れ
ま
す
。

以
降
、
残
念
な
が
ら
次
の
大
作
を
見
る

機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
孝
は

病
床
で
も
、
体
力
の
許
す
限
り
小
品
の

制
作
を
続
け
た
と
い
い
ま
す
。
ま
さ
に
、

そ
の
一
生
を
美
の
追
求
に
さ
さ
げ
た
孝

で
し
た
が
、
昭
和
58
年
10
月
18
日
、
71

歳
の
生
涯
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

参
考
文
献

◆
赤
星
孝『
赤
星
孝
画
集
』昭
和
57
年

◆
赤
星
孝『
遺
稿
集「
美
神
に
憑
か
れ
て
」』昭
和
61
年

［上］往年のクラシックギターの名手、Alirio Diazをス
ケッチしたもの。今にもメロディが聞こえてきそう

《ギター酒場》 昭和41年　ボールペン、水彩、紙

①昭和27年、第19回独立展（20周年記念展）出品作品《スメルの首》の前で　
②昭和25年、坂本繁二郎（左から３番目）の目の手術後の往診に立ち会う孝（左
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そ
の
画
業
、
美
に
生
き
た
半
生

青
年
時
代
か
ら
晩
年
ま
で

2

赤
星
孝
　
年
譜

明
治
45
年

0
歳

７
月
１
日
、
青
柳
村
に
父
・
弥
太
郎
、
母
・
る

い
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
本
名「
孝
夫
」

大
正
14
年

13
歳

大
名
尋
常
小
学
校（
現
・
大
名
小
学
校
、
福
岡
市
）

卒
業

昭
和
５
年

18
歳

福
岡
県
立
福
岡
中
学
校
（
現
・
福
岡
高
等
学
校
、

福
岡
市
）卒
業

昭
和
７
年

20
歳

独
立
美
術
協
会
が
主
催
す
る
第
２
回
独
立
展
に

出
品
し
初
入
選

帝
国
美
術
学
校（
現
・
武
蔵
野
美
術
大
学
）入
学

昭
和
15
年

28
歳

独
立
美
術
協
会
賞
受
賞（
第
10
回
独
立
展
）

昭
和
16
年

29
歳

独
立
美
術
協
会
会
友
に
推
薦
さ
れ
る

陸
軍
に
衛
生
兵
と
し
て
召
集
さ
れ
る

昭
和
20
年

33
歳

直
村
信
子
と
結
婚
。
青
柳
に
新
居
を
構
え
る

昭
和
21
年

34
歳

長
女
恭
子
誕
生

昭
和
23
年

36
歳

独
立
美
術
協
会
会
員
と
な
る

長
男
三
樹
誕
生

昭
和
24
年

37
歳

福
岡
県
美
術
協
会
再
建
に
尽
力

上
田
宇
三
郎
、
宇
治
山
哲
平
、
久
野
大
正
、
山

田
栄
二
と
と
も
に
美
術
団
体「
朱
貌
社
」を
結
成
。

5
人
の
切
磋
琢
磨
は
、
個
性
的
で
洗
練
さ
れ
た

造
形
美
術
を
生
み
出
し
、
戦
後
の
九
州
画
壇
に

衝
撃
を
与
え
た

昭
和
26
年

39
歳

福
岡
市
地
行
西
町
（
現
・
福
岡
市
中
央
区
地
行
）

に
転
居

昭
和
29
年

42
歳

上
京（
東
京
都
練
馬
区
関
町
に
ア
ト
リ
エ
新
築
）

昭
和
36
年

49
歳

第
１
回
渡
航
。
パ
リ
滞
在

昭
和
38
年

51
歳

帰
国
。
第
31
回
独
立
展
に
滞
欧
作
品
特
別
出
品

昭
和
40
年

53
歳

第
33
回
独
立
展
・
Ｇ
賞
受
賞

長
崎
県
大
村
市
役
所
陶
壁
画
制
作

昭
和
41
年

54
歳

国
立
福
岡
視
力
障
害
セ
ン
タ
ー
（
現
・
国
立
障
害

者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
自
立
支
援
局

福
岡
視
力
障
害
セ
ン
タ
ー
、
福
岡
市
）壁
画
制
作

昭
和
42
年

55
歳

宮
崎
県
日
向
市
役
所
陶
壁
画
制
作

昭
和
43
年

56
歳

第
２
回
渡
航
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
て
制
作
・

個
展
。
ア
メ
リ
カ
巡
遊
。
パ
リ
・
ス
ペ
イ
ン
に

て
制
作

昭
和
44
年

57
歳

帰
国

昭
和
45
年

58
歳

佐
賀
県
佐
賀
相
互
銀
行
（
現
・
佐
賀
共
栄
銀
行
）

本
店「
窓
」制
作

昭
和
49
年

62
歳

帰
福
。
古
賀
町
（
現
・
古
賀
市
）
筵
内
に
ア
ト
リ

エ
新
築

昭
和
53
年

66
歳

立
展
創
立
。
第
１
回
展
を
東
京
セ
ン
ト
ラ
ル
美

術
館
で
開
催

昭
和
55
年

68
歳

第
48
回
独
立
展
に「
黒
の
方
形
」出
品

立
展
第
２
回
展（
於
・
東
京
セ
ン
ト
ラ
ル
美
術
館
）

昭
和
57
年

70
歳

第
50
回
独
立
展
に「
ピ
ア
ノ
」出
品

画
業
五
十
年
展（
於
・
福
岡
市
美
術
館
）

昭
和
58
年

71
歳

福
岡
市
文
化
賞
受
賞

10
月
18
日
死
去
。
享
年
71
歳

④

③

②

①
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赤
星
孝
さ
ん
と
の
思
い
出
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。
ど
ん
な
画
家
で
し
た
か

　

ほ
ん
と
う
に
、
遠
慮
が
ち
で
表
に
出

る
の
が
苦
手
な
人
だ
っ
た
。
そ
し
て
、「
我

は
一い
ち
に
ん人
な
り
」
の
精
神
の
人
。
自
分
が
自

分
で
あ
れ
ば
よ
い
。
他
の
絵
描
き
が
し

な
い
こ
と
を
し
た
人
だ
っ
た
ね
。

　

お
父
さ
ん（
孝
）に
は
よ
く
、「
お
前
は

何
も
知
ら
な
い
か
ら
い
い
絵
が
描
け
る
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
私
は
、
あ

ま
り
考
え
ず
に
感
覚
で
絵
を
描
く
も
の

だ
か
ら
。
正
反
対
に
主
人
（
孝
）
は
、
す

べ
て
の
物
事
を
哲
学
み
た
い
に
考
え
る

人
。
描
く
よ
り
も
考
え
て
い
る
時
間
の

ほ
う
が
長
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ

て
い
う
く
ら
い
。
い
つ
も
い
ろ
ん
な
こ

と
を
考
え
て
い
る
、
そ
し
て
、
と
っ
て

も
博
学
の
人
で
し
た
。
ま
っ
た
く
性
格

は
正
反
対
で
し
た
が
、
だ
か
ら
長
く
夫

婦
で
い
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

そ
ん
な
ふ
う
で
我
が
道
を
行
く
人

だ
っ
た
の
で
、
絵
の
こ
と
に
関
し
て
特

定
の
画
家
に
師
事
は
し
て
い
な
い
け
れ

ど
、
独
立
美
術
協
会
の
創
立
メ
ン
バ
ー

で
も
あ
る
川
口
軌
外
先
生
の
こ
と
は
、

唯
一
、
そ
し
て
と
て
も
尊
敬
し
て
い
た
。

一
時
期
は
川
口
先
生
の
と
こ
ろ
に
入
り

浸
っ
て
い
ま
し
た
よ
。

　

あ
の
人
に
と
っ
て
こ
の
世
界
で
一
番

大
事
な
こ
と
は
、
芸
術
・
美
術
だ
っ
た
。

一
生
、
芸
術
の
勉
強
、
美
術
を
研
究
し

続
け
た
人
。
あ
の
人
の
愛
の
対
象
は
「
絵

画
、
芸
術
」だ
っ
た
ん
だ
ね
。

家
庭
で
の
赤
星
孝
さ
ん
は
、
ど
ん
な
人

で
し
た
か

　

無
口
で
、
誰
で
も
寄
せ
付
け
る
よ
う

な
タ
イ
プ
の
人
で
は
な
か
っ
た
け
ど
、

私
や
家
族
に
は
と
て
も
優
し
い
人
で
、

何
に
も
怒
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
応
え

る
た
め
に
、
私
は
一
生
懸
命
絵
を
描
い

た
よ
。
あ
の
人
に
普
通
の
人
の
よ
う
に

尽
く
し
て
も
愛
情
表
現
に
は
な
ら
な
い

か
ら
ね
。

赤
星
孝
さ
ん
に
、
教
え
て
も
ら
っ
た
技

術
的
な
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

　

い
ろ
い
ろ
あ
り
す
ぎ
て
、
忘
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。（
笑
）

　

特
に
病
気
を
し
て
か
ら
は
、
い
ろ
ん

な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
私
を
絵

描
き
と
し
て
一
番
成
長
さ
せ
て
く
れ
た

人
。
自
分
の
こ
と
よ
り
私
の
こ
と
を
思
っ

て
く
れ
て
い
た
。
私
を
好
い
て
い
て
く

れ
た
ん
だ
ね
。（
笑
）

　

そ
の
と
き
の
お
父
さ
ん
の
思
い
に
応

え
る
た
め
に
も
、
今
で
も
、
い
つ
か
、

お
父
さ
ん
よ
り
も
い
い
絵
を
描
い
て
や

ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
お
父

さ
ん
よ
り
長
く
生
き
残
っ
た
者
の
使
命
。

私
に
は
お
父
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
絵
を

描
い
た
時
間
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
が

ん
ば
れ
る
。「
私
も
あ
な
た
に
負
け
な
い

よ
う
に
絵
を
描
く
か
ら
」っ
て
ね
。

赤
星
孝
さ
ん
は
、
そ
の
画
業
に
満
足
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
か

　

最
後
ま
で
自
分
の
絵
の
出
来
に
満
足

し
な
い
人
だ
っ
た
。
き
っ
と
今
で
も
自

分
の
描
き
た
い
絵
は
な
ん
だ
っ
た
の
か

考
え
て
い
る
と
思
う
。
ま
だ
ま
だ
や
り

た
い
こ
と
、
描
き
た
い
絵
が
い
ろ
い
ろ

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。
お
父
さ
ん
は

き
っ
と
次
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
も
絵
描

き
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

赤
星
さ
ん
と
知
り
合
っ
た
の
は
、
確
か

昭
和
40
年
頃
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
私
が

西
日
本
新
聞
の
文
化
部
の
記
者
、
い
わ
ゆ

る
美
術
記
者
に
な
り
た
て
の
頃
で
し
た
。

当
時
九
州
で
は
、
赤
星
さ
ん
を
は
じ
め
、

山
田
栄
二
さ
ん
、
足
達
襄じ
ょ
うさ

ん
、
坂
本
善

三
さ
ん
ら
が
活
躍
、
中
央
画
壇
で
も
注
目

さ
れ
て
お
り
、
九
州
画
壇
が
一
番
熱
い
時

代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

赤
星
さ
ん
や
山
田
さ
ん
は
戦
後
い
ち

早
く
パ
リ
に
も
遊
学
、
世
界
の
美
術
界

の
最
先
端
・
激
動
の
中
に
飛
び
込
ん
で

い
か
れ
た
。
当
時
の
美
術
界
は
、
キ
ュ
ー

ビ
ズ
ム
、
フ
ォ
ー
ビ
ズ
ム
に
続
い
て
、

戦
後
の
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
な
ど
が
台
頭

す
る
怒
涛
の
時
期
で
し
た
。
赤
星
さ
ん

は
２
度
目
の
滞
欧
時
、
地
中
海
に
浮
か

ぶ
シ
ョ
パ
ン
ゆ
か
り
の
イ
ビ
サ
島
を
旅

し
て
開
眼
さ
れ
た
よ
う
で
す
ね
。

　

赤
星
さ
ん
は
音
楽
好
き
の
画
家
で
、

そ
の
絵
は
と
て
も
音
楽
的
で
し
た
。
絵

の
中
に
リ
ズ
ム
が
流
れ
、
音
楽
が
聞
こ

え
て
く
る
よ
う
な
絵
で
し
た
。
色
と
線

に
よ
っ
て
そ
れ
を
表
現
す
る
こ
と
を
志

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
赤
星
さ
ん
は
、

口
数
の
多
い
人
で
は
な
か
っ
た
が
、
今

で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
言
葉
は
「
空

間
」
で
す
。
赤
星
さ
ん
が
絵
の
批
評
を
さ

れ
る
と
き
、「
こ
の
絵
に
は
空
間
が
な
い

ね
ぇ
」
な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
の
空
間

の
意
味
が
実
に
深
長
だ
っ
た
。「
精
神
的

な
空
間
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
「
空
間
は

つ
ま
り
空
間
で
す
な
」
と
言
う
。
単
に
平

面
の
絵
の
中
に
求
め
る
立
体
感
と
い
っ

た
意
味
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
も
っ
と
精

神
的
な
何
か
が
充
て
ん
し
た
空
間
を
、

赤
星
さ
ん
は
志
向
し
て
い
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
病
気
を
患
っ
て
か
ら
お
見
舞

い
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
が
、「
病
気
に

な
っ
て
、
油
絵
を
描
く
の
に
結
構
力
が

要
る
ん
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の

も
印
象
深
い
。
病
魔
に
む
し
ば
ま
れ
な

が
ら
も
、
絶
え
ず
手
は
動
か
し
、
イ
メ
ー

ジ
を
探
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

こ
の
頃
、
多
様
な
題
材
が
描
か
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
自
画
像［
上
］は
、
小
品
な
が

ら
縦
横
に
走
る
黒
い
力
強
い
線
、
白
と

他
の
寒
暖
の
色
面
が
音
楽
的
な
諧
調
で

組
み
合
わ
さ
れ
、
作
品
は
む
し
ろ
、
明

る
く
楽
し
く
病
苦
の
か
け
ら
も
感
じ
さ

せ
な
か
っ
た
。
本
当
に
こ
れ
か
ら
と
い

う
と
き
に
、
病
に
倒
れ
ら
れ
た
の
が
残

念
で
し
た
。

夫、赤星孝との38年
赤星信子さん（画家・独立美術協会会員）

3

私を絵描きとして一番成長させてくれた人。
自分のことより私のことを思ってくれていた――。

大正３年、大連生まれ。昭和
11年、第６回独立展に初入
選。上京後、画家・児島善三郎、
林武（ともに独立美術協会会
員）に師事する。昭和16年、
女子美術大学卒。昭和34年
に独立美術協会会員となり、
孝とともに“おしどり会員”と
して活躍。98歳となる現在
も、日本洋画界の第一線で活
躍し続ける。古賀市在住。

赤星信子さん
PROFILE

［上］昭和37年頃。東京都練馬
区のアトリエにて。独立美術協
会でおしどり会員として活躍し
ていた頃　［下］昭和26年、川
口軌外（写真右）とともに

古賀市役所では、赤星夫妻の作品が
仲よく向かいあって展示されている

［左］孝作 《ナポリの風景》 昭和43年頃、油彩、キャンバス、20号
［右］信子作 《落日》 昭和52年、油彩、キャンバス、100号

昭和７年、広島県生まれ。昭
和31年、東京大学国文学科
卒。同年西日本新聞社に入社。
編集委員、文化部長、論説委
員などを歴任。元九州造形短
期大学学長。現田川市美術館
館長。著書に「坂本繁二郎の
道」、「冨永朝堂聞書－彫心澄
明」など。

谷口治達さん
PROFILE

晩年は自己の内面に
向き合った作品が
数多く生まれた

《自画像》
昭和56年　油彩、キャンバス

空
間
の
追
求
者 

赤
星
孝
さ
ん
の
こ
と

谷
口
治は

る
み
ち達

さ
ん（
田
川
市
美
術
館
館
長
・
美
術
評
論
家
）

4赤
星
さ
ん
の
絵
か
ら
は
、

い
つ
も
音
楽
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
し
た
。
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加
害
者
の
大
半
は
、
普
通
に
子
育
て
を
し
て
い
る

親
ば
か
り
で
し
た
。
そ
し
て
、虐
待
の
き
っ
か
け
は
、

「
泣
き
や
ま
な
か
っ
た
」「
言
う
こ
と
を
聞
か
な
か
っ

た
」
な
ど
、
さ
さ
い
な
こ
と
ば
か
り
。
も
う
一
つ
の

原
因
は
親
の
孤
独
で
す
。
都
市
化
に
よ
る
近
所
づ
き

あ
い
の
希
薄
化
や
核
家
族
化
な
ど
に
よ
り
、
子
育
て

の
情
報
や
手
助
け
を
地
域
や
家
族
か
ら
受
け
る
こ
と

が
で
き
ず
、
孤
独
感
や
育
児
不
安
を
抱
え
る
親
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
ん
な
中
、育
児
に
行
き
詰
ま
っ

て
、つ
い
子
ど
も
を
た
た
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
を「
虐

待
」
と
言
わ
れ
る
と
、
一
生
懸
命
育
児
し
て
い
た
親

は
、「
こ
れ
ま
で
の
育
児
を
す
べ
て
否
定
さ
れ
た
…
」

と
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

虐
待
し
て
い
る
親
は
「
孤
独
」
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

子
ど
も
の
体
や
心
を
傷
つ
け
る
行
為
は
決
し
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
周
囲
の
人

た
ち
が
、
悩
ん
で
い
る
親
に
寄
り
添
い
、
孤
独
か
ら

救
い
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
虐
待
と
い
う
悲
し
い

出
来
事
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

【
子
ど
も
の
サ
イ
ン
】

▼�

不
自
然
な
打
撲
傷
、
あ
ざ
、
骨
折
、
や
け
ど

な
ど
が
あ
る
。

▼
傷
や
家
族
に
関
し
て
不
自
然
な
答
え
が
多
い
。

▼�

他
者
を
攻
撃
的
に
た
た
く
、
蹴
る
な
ど
の
乱

暴
な
行
為
が
あ
る
。

▼
発
達
、
発
育
が
年
齢
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
。

▼
食
事
に
対
し
て
異
常
な
執
着
心
を
も
つ
。

▼
衣
服
や
体
が
非
常
に
不
潔
に
な
っ
て
い
る
。

【
保
護
者
の
サ
イ
ン
】

▼�

子
ど
も
に
対
し
て
、
過
度
に
厳
し
い
、
拒
否

的
な
発
言
を
す
る
。

▼�

子
ど
も
の
健
康
状
態
に
関
心
が
低
く
、
受
診

や
入
院
の
勧
め
を
拒
否
す
る
。

▼�

子
ど
も
の
傷
や
家
族
に
関
し
て
、
不
自
然
な

答
え
が
多
い
。

　育児で悩んでいる、育児不安のある
人を知っている、気になる子どもがい
る、いつも泣き声やどなり声が聞こえ
る家がある――。こんなときは、迷わ
ず下記の相談窓口へ連絡してくださ
い。結果的に虐待でなくても、通告者
が責められることはありません。通告
者の秘密は厳守します。あなたの電話
で救われる命があります。

■市子育て支援課　家庭支援係
　☎９４２-１１５９
■市家庭児童相談室
　☎９４２-１００１
■つどいの広場「でんでんむし」
　☎９４２-１１８３
■子育てホットライン
　☎９４４-２１０６
■全国子育て・虐待防止ネットワーク
　☎０５７０-０６４-０００
■宗像児童相談所
　☎０９４０-３７-３２５５

　

東
京
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
暮
ら
し
、
芸

術
に
生
き
た
孝
で
し
た
が
、
晩
年
古
賀

に
戻
っ
た
の
は
、
生
涯
故
郷
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
心
か
ら
古
賀
を
愛
し
て
い

た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
孝
は
、

晩
年
、
故
郷
古
賀
に
つ
い
て
、
こ
ん
な

言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

「
海
は
ま
た
い
ろ
ん
な
こ
と
を
私
に
教
え

て
く
れ
た
。
無
限
に
ひ
ろ
が
る
空
間
の

神
秘
な
美
し
さ
、
海
原
に
み
つ
る
光
の

美
し
さ
、
海
の
量
感
の
す
ご
さ
、
波
は

リ
ズ
ム
の
持
続
の
美
し
さ
を
見
せ
て
く

れ
た
。
私
が
仕
事
の
上
で
瞬
間
的
衝
動

的
な
も
の
を
き
ら
い
、
何
か
恒
久
普
遍

的
な
も
の
を
願
う
の
は
、
ふ
る
さ
と
の

海
の
教
え
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
―
―
」

古
賀
の
風
土
が
生
ん
だ
画
家
、
赤
星
孝
。

　

古
賀
市
出
身
の
画
家
、
赤
星
孝
の
生
誕

１
０
０
年
を
記
念
し
て
開
催
す
る
待
望
の

回
顧
展
。
油
絵
・
水
彩
作
品
以
外
に
も
、

交
友
関
係
を
紹
介
す
る
写
真
・
手
紙
の
展

示
、
絵
付
け
し
た
陶
器
な
ど
、
孝
の
画
業

の
全
貌
を
あ
ら
わ
に
す
る
展
覧
会
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
個

人
所
蔵
の
作
品
も
展
示
さ
れ
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
21
日
㈬
▼
29
日
㈭

　
　
　

10
時
～
18
時

※
11
月
26
日
㈪
は
休
館

場
所　

サ
ン
フ
レ
ア
こ
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　

古
賀
市
中
央
２-

13-

１

問
い
合
わ
せ　

市
歴
史
資
料
館

　

☎
９
４
４
・
６
２
１
４

生
誕
１
０
０
年
赤
星
孝
展

シリーズ 人権を考える 162

児
童
虐
待

見
過
ご
さ
な
い
で
！
児
童
虐
待
の
サ
イ
ン

児童虐待の相談窓口

児
童
虐
待

今
、
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課　

☎
９
４
２・
１
１
５
９

「
泣
き
や
ま
な
い
の
で
、
つ
い
…
」

「
し
つ
け
の
つ
も
り
だ
っ
た
」

昨
年
、
全
国
で
98
人
の
幼
い
命
が

虐
待
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
ま
し
た
。

加
害
者
の
約
60
％
が
実
母
、

約
14
％
が
実
父
で
し
た
。

我
が
子
を

死
に
追
い
や
っ
て
し
ま
っ
た
親
た
ち
は
、

ど
の
よ
う
な
人
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

画家　赤星 孝
特集　生誕100年

Takashi Akaboshi A Centennial Retrospective

［上］孝の芸術の原点とも言える、古賀の浜
《古賀浜》

昭和48年　ペン、インク、水彩、紙

［上］昭和57年、興山園でスケッチをする孝。
帰郷後は古賀の自然も好んで描いた

入場
無料

故郷を愛した赤星孝5

忘れがたき海の教え
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【K-１（古賀の一品）グランプリ投票への参加方法】
対象

▲

K-１（古賀の一品）グランプリに参加し、投票をできる人　
投票の内容

▲

出品するすべての食品を食べて、お気に入りのものに投票します。
募集人数

▲

300人
※応募多数の場合は、抽選を行います。当選の結果は発送をもってお知らせします。
募集期間

▲

10月31日㈬まで（必着）
参加費

▲

500円（グランプリ当日に投票券と引き換えになります。）
申込方法

▲

参加者の住所、氏名、連絡先（電話番号）をご記入の上はがき、メール、
FAXのいずれかで、問い合わせ先までお申し込みください。
※グランプリに出品される食品は、12時から一般販売を行う予定です。

［問い合わせ］　農林振興課　〒811-3192（住所不要）
☎９４２-１１２０　 ９４２-３７５８　*nourin@city.koga.fukuoka.jp

　四季を通じて豊かな農産物が育まれている古賀市。農家の人たちが丹精込めて作っ
た農産物を、もっと古賀市の皆さんに知ってもらいたい、もっと食べてもらいたい。
そんな思いで開催されるのが「Ｋ-１（古賀の一品）グランプリ」です！
　古賀産の食材を使った名物料理の開発を募集したと
ころ、熱い気持ちで応じてくれた事業者・農業者さん
たちによって、15品の古賀グルメが誕生しました。
　Ｋ-１（古賀の一品）グランプリでは、15品の古賀グル
メが「まつり古賀」の会場に集結。事前に市民から募集
した審査員の投票でグランプリを決定します。
　古賀グルメの競宴から、地元の食材を使ったおいしく
て地元の人に愛される一品を決めるのは、あなたです！

MEMO　古賀産ナスを具材に挟
んだ食べ応えのあるホットドッ
グ。米粉パンには、しきしま自
慢のソースが挟み込まれ、チー
ズのトッピングや卵が絶妙な味
わいをかもし出している。

MEMO　餃子の具に柚子こしょ
うを練りこんだ、ピリ辛の餃
子。辛い物好きな人はもちろん、
ちょっと苦手な人でも、柚子の
香りでご飯がすすむ。

MEMO　松崎さんの作ったあま
～いミニトマト、「あまっこト
マト」を、ふんだんに使ったぜ
いたくなタルト。ほのかな酸味
が、甘いタルトにベストマッチ。

MEMO　今テレビでも話題の食
材、わかめ菜を練りこんだ具を
使った餃子。古賀産米粉100%
の皮は普通の皮に比べ、とって
もモチモチ。

MEMO　安武さんの畑で採れた
にんじんの中で、特に甘いベー
タリッチという品種で作った
ジャム。自然な甘みに古賀産柑
橘類の酸味をアクセントに加え
た、上品な味です。

MEMO　みかんを練りこんだ具
で、さっぱり感たっぷりの餃子。
古賀産野菜のコリコリとした歯
ごたえのある食感が、あなたの
餃子観を変えること間違いな
し。

MEMO　古賀産野菜を使った
ディップ。野菜の風味を生かし
た優しい味わいが特徴。
（左からブロッコリー、トマト、
ごぼう、にんじん）。

MEMO　甘酸っぱいデコポンの
ジャムを、チョコレートのソフ
トクッキーで挟んでみました。
チョコの甘みとデコポンの酸味
が抜群のコラボレーション。

MEMO　食材や水、レトルト方
法まで100%古賀にこだわった
一品。今までにない、でもなん
だか懐かしい味わいの麺料理
です。

MEMO　農家だからできる非常
に高濃度の果肉が入った（いち
ご、いちじく、ブルーベリー）
ぜいたくなフルーツシャーベッ
ト。他ではまず食べられません。

MEMO　養鶏農家だからできる
鶏を丸ごとたっぷり使って煮込
んだ鶏がらスープ。鶏のうま味
がぎゅっと詰まってます。

MEMO　商工会が満を持して送
る一品。商品については、当日
公開の予定。

MEMO　小松菜とお米を使った
リゾットをコロッケにしちゃい
ました。コンソメとワインで仕
上げた上品な味わいが特徴で
す。

MEMO　福岡県産の鶏、「はか
た一番どり」を古賀産野菜で時
間をかけて香草漬けにしまし
た。柔らかくて香草の風味が口
いっぱいに広がる一品です。

MEMO　ハウス食品からカレー
ルーの提供を受けた、みかんの
風味が爽やかなカレー。ナスや
ズッキーニなどの古賀産野菜
がたっぷり入ったチキンカレー
です。

しきしま食堂

頂味本舗 松崎富幸さん 森農園

安武美喜江さん 商工会青年部 道草工房 ラ・フランス

トビオデザイン室 秋山光弘さん 青柳養鶏場 古賀市商工会

JA糟屋北部プラザ ㈱あらい まんま実～や

K 古賀の一品1 グランプリ開催！
Ｉ
Ｎ
Ｇ
を
め
ざ
せ
！

K-1（古賀の一品）グランプリ

焦がし魂

古賀産地の野菜たっぷりゆず餃子 あまっこトマトのタルト わかめ菜餃子

“そのまんま”の人参ジャム 古賀の旬みかん餃子 野菜のソース ちょこぽん

ほんの古賀の一麺 秋山農園のくだものシャーベット 青柳さんちの親鳥丸ごとスープ

古賀ごはんコロケット はかた一番どり 香草漬け みかんがはいったチキンカレー

開発者

開発者 開発者 開発者

開発者 開発者 開発者 開発者

開発者 開発者 開発者 開発者

開発者 開発者 開発者

古賀の一品

グランプリをめざすエントリー紹介
品名・開発者・紹介メモ

▲あまぞ～

自慢の
15品が

エントリー！

古賀の新名物を選ぶ、審査員大募集！

日時 11月18日日　10時～12時

場所 まつり古賀内特設ブース（市立球技場）

審査員は
全部食べ
られるよ！

限定
300人募集！

？

●グランプリの投票には、事前の登録が必要です。
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　健康の指標はまず血管です。高血圧や糖尿病などの
生活習慣病は血管を傷める最大の原因ですが、血管そ
のものには神経がないので、いくらぼろぼろに傷んで
も痛みはありません。生活習慣病に自覚症状がないの
はそのためで、血管が傷むことで最も侵される臓器は、
心臓・脳・腎臓です。
　市では、生活習慣病に起因した腎臓病が急増してお
り、それに伴う人工透析に至る人も少なくありません

（右図参照）。
　健康を維持するためにたいせつなことは、まず血管
の管理です。あなたの血管は大丈夫ですか？

市では、生活習慣病に起因するCKD（慢性腎臓病）
を最重要課題として予防に取り組んでいます。

▲

「CKD（慢性腎臓病）」ってなあに？
CKD（慢性腎臓病）とは、
①�腎臓の働き（eGFR）が健康な人の60％以下に低下

する
②タンパク尿が出る
といった腎臓の異常が３か月以上続く状態を言います。▲

CKD（慢性腎臓病）が進行するとどうなるの？
　CKD（慢性腎臓病）は自覚症状がほとんどなく、徐々
に腎臓の機能が低下して末期腎不全に至ります。
　CKD（慢性腎臓病）が進行し、腎機能がある程度ま
で低下すると、元の健康な腎臓には戻れません。
　そのため、早期発見・治療によって、腎臓の機能を
低下させないことがとても重要です。また、生活習慣
病は血管を傷め、動脈硬化を促進させるため、髪の毛
より細い血管が集中している腎臓は特に影響を受けや
すく、相互に悪循環を引き起こします。

❶特定健診を受け、自分の健診結果を確認する
❷保健師・管理栄養士から結果の説明を受け、生活習慣改善に役立てる

特定健診

▲

10月14日㈰まで
　予約専用ダイヤル　☎９４２-１１５２
個別健診 ▲

11月30日㈮まで

　　　治療中の人でも、特定健診は必要です

▲

特定健診の結果については、日頃、主治医が短い診療時間
の中で説明できない事柄も含め、一人ひとり、市の保健師・
管理栄養士がご説明しますので、ぜひ、受診してください。

　市では、介護予防に対する意識を高めるため、
年齢に関係なく、初めての人でも気軽に楽しめ
るボールゲームをチーム対抗で行う「第３回古賀
市いきいきボールンピック」を開催します。
　上位３チームには賞品もあります。ぜひ、ご
参加ください。

▼日時　11月10日㈯　10時～12時

▼場所　古賀中学校体育館

▼対象　市内在住の人　
※１チーム５人（チーム平均年齢65歳以上）で
　応募ください。
　　　 ▼定員　24チーム
　　　 ▼申込方法　電話、郵送、FAX

▼申込期間　10月25日㈭まで
※�ボールンピック当日のスタッフ（ゲームの補助

員など）も募集しています。協力いただける人
は寄って館までご連絡ください。

参加
無料

市介護予防週間とは？
11月11日㈰は「介護の日」です。市では、いつまでも元
気で自分らしく、いきいきとした生活を送っていける
よう、「介護の日」を含む、1週間（11月５日㈪～11日㈰）
を「古賀市介護予防週間」としています。

■申し込み・問い合わせ
〒811-3116 古賀市庄205番地
サンコスモ古賀
介護支援課
寄って館
☎９４２-１１５６

９４２-１１５４

会
員
の
声

▼
現
実
の
介
護
で
は
、
イ
ラ
イ
ラ
や
苦
し
み
を

一
人
で
抱
え
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
話
を
し
た
り
、
同
じ
経
験
を
し
た
介
護

の
先
輩
の
話
を
聞
い

た
り
す
る
こ
と
で
、

ホ
ッ
と
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

▼
自
分
の
介
護
の
話

を
す
る
こ
と
は
、
と

て
も
勇
気
が
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
で

も
菜
の
花
会
で
は
、

例
え
ば
、
排
泄
の
世

話
の
話
で
も
、
何
を
話
し
て
も
大
丈
夫
。
こ

の
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
生
活
に
も
張
り
が

出
ま
す
よ
。

▼
約
20
年
で
３
人
を
介
護
し
ま
し
た
。
介
護

は
周
り
に
理
解
者
が
い
な
い
と
一
人
で
は
で

き
ま
せ
ん
。
介
護
疲
れ
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
介

護
う
つ
」
に
な
る
人
も
多
い
で
す
よ
ね
。
こ
の

会
に
は
、
介
護
経
験
者
な
ら
で
は
の
知
恵
も

詰
ま
っ
て
い
ま
す
よ
。＊

　

最
近
は
、
男
性
介
護
者
も
参
加
し
て
い

る
と
い
う
菜
の
花
会
。
お
し
ゃ
べ
り
会
の

ほ
か
に
も
、
介
護
学
習
会
や
施
設
見
学
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い

ま
す
。皆
さ
ん
も
、菜
の
花
会
に
参
加
し
て
、

楽
し
く
在
宅
介
護
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

菜
の
花
会（
お
し
ゃ
べ
り
会
）

■
日
時　
毎
月
第
１
金
曜
日　

11
時
～
14
時

※�

時
間
中
、
都
合
の
い
い
時
間
帯
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

■
場
所　
千
鳥
苑

■
対
象　
介
護
経
験
の
あ
る
人

■
参
加
費　
無
料

■
問
い
合
わ
せ　
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
９
４
４・
２
９
４
１

シッテル？

ヘルスアップシリーズ�

ねぇ、あなたの健康レベル、どのぐらい？
～健診結果はあなたのからだの声です～

自分の 「からだの健康レベル」
ご存じですか？

お急ぎ
ください！

Check !!

CKD（慢性腎臓病）を予防するため、今、あなたがすべきことは…

■問い合わせ　予防健診課　☎９４２-１１５１

高血圧・糖尿病・脂質異常症などの生活習慣病

●老廃物が体の中に
　たまって毒性になる
●体に必要なものも
　排泄してしまう
●血圧が上がる
●カルシウム不足になる

全身が侵され、さまざまな
症状が起きる
●めまい、不眠、頭痛
●むくみ、動悸、高血圧
●こむら返り、筋けいれん
●骨折しやすくなる
●貧血、だるい感じが続く

人工透析 心筋梗塞・脳梗塞

悪　

化
血管を傷める　

▲

　動脈硬化

CKD（慢性腎臓病）

　

在
宅
介
護
者
の
会
「
菜
の
花
会
」
は
、
活

動
開
始
か
ら
今
年
で
20
年
を
迎
え
る
グ

ル
ー
プ
で
、
現
在
介
護
中
の
人
か
ら
介
護

経
験
者
ま
で
約
30
人
が
会
員
と
し
て
登
録

し
て
い
ま
す
。
毎
月
１
回
、
会
員
同
士
に

よ
る
お
し
ゃ
べ
り
会
を
開
催
し
、
そ
こ
で

は
、
日
頃
な
か
な
か
人
に
話
せ
な
い
介
護

す
る
側
の
悩
み
か
ら
介
護
の
方
法
ま
で
、

会
員
同
士
が
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
り
合
い
、

在
宅
介
護
を
す
る
人
同
士
の
支
え
合
い
や

助
け
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▲おしゃべり会はいつも和気あいあい

R E P O R T

介護保険

介
護
の
悩
み

一
人
で
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

在
宅
介
護
者
の
会「
菜
の
花
会
」

いきいきボールンピック
第３回
古賀市

参加者
募集！

初めての人
でも、簡単・楽しいゲームです！

●古賀市介護予防週間イベント●

とても
カンタン！

健診結果の
eGFRに
要注意！ 腎臓の働きが

1/3以下に
なると
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親 力 子 力おやぢからおやぢから こぢからこぢから�

❷引き続き年金天引きの場合
　　　　　（８月以前から年金天引きだった人）

　「本徴収」が10月から始まります。保険料が８月まで
の金額と違う場合がありますのでご注意ください。
　なお、年金天引きから口座引き落としに変更すること
も可能です。希望者は、「後期高齢者医療保険料納付方
法変更申出書」を市民国保課にご提出ください。

４月・６月・８月

［ ］

10月・12月・２月

］

※�平成25年４月からの天引き額は、平成25年２月の天
引き額と同額になります。

問い合わせ
市民国保課　☎９４２-１１１１（内線211）

子どもは疲れ知らずで、体を動かして遊ぶことが大好きで
す。でも、「近くに遊ぶ場所がない」「どこか安心して遊べ

る場所があればいいのに」という声を耳にすることがあります。
そこで今回は、古賀市内の公園やお弁当を持って出かけるのに
お薦めの公園を紹介します。
　どの公園も無料で遊べて駐車場もあり、子どもが喜ぶ遊具が
充実しています。これからは戸外で遊ぶことが気持ちよい季節、
ぜひ、一度親子で出かけてみませんか。

　８月まで年金から天引きされていた金額は、
平成23年度所得から仮に算出したものです。

10月からは平成24年度所得に基づいて再計算した金額
となり、８月までの金額との調整も行うため、保険料が
８月までの金額と異なる場合があります。

　平成24年度後期高齢者医療の保険料が決まり、保険
料額決定通知書を７月にお届けしました。10月から支
払い方法や保険料が変わる場合がありますのでご注意く
ださい。また、思い違いなどによる支払い忘れを防ぐた
めにも、支払い方法を再度ご確認ください。

❶新たに年金天引きとなる場合

　７月にお届けした保険料通知の中に３期（９月）までの
納付書が入っている（10月以降の納付書がない）場合は、
10月からは年金天引きとなります。９月までは納付書
でお支払いください。

●７月にお届けした保険料額決定通知書の封
筒に、納付書が入っていないか再度ご確認く
ださい。期限内に納付が確認できない場合、
督促状が発送されます。

【注意】

【保険料額決定通知書】
※7月にお届けしています。

［古賀市内］
●古賀グリーンパーク
　�コンビネーション遊具や幼児専用の「チャイルドゾー
ン」があり、年齢に合わせて遊べます。

●花鶴が浜公園
　�海岸のすぐそばにあり、広々とした芝生広場や休憩で
きるベンチ・遊具（写真）があります。

［古賀市外］
●志免町総合福祉施設シーメイト内
　なかよしパーク
●ふれあいの森総合公園（宗像市）

　

ある女の子のお話です。
　小学校に入学するとき、おばあちゃんと約束をしました。
　『朝、学校まで行く途中出会った人全員に「おはよう」を言うこと。』
　学校に行くまでには知らない人もたくさんいます。
　最初の日、畑にいたおばさんに「おはよう」を言ってみました。
　すると、おばさんは「おはよう。いってらっしゃい！」と大きな声
で返してくれました。
　次に挨拶をした工事のおじさんは「気をつけて行くんだよ」と言っ
てくれました。
　そのうち、畑のおばさんが「畑の花が咲いたよ。好きなだけ持って
行って」とたくさん花をくれたり、駅に向かうおじさんが「今日は雨が
降るよ。傘を持って行きなさい」と教えてくれるようになりました。
　やがて、友だちといっしょに学校帰りにも挨拶するようになり、
畑のイチゴをもらったり、暑い日には冷たい麦茶をごちそうになっ
たり。女の子の周りにはいつの間にかたくさんの知り合いができて
いました。

▲
ひと昔前までは、近所づきあいも盛ん

で「お互いさま」「おすそわけ」「井戸端会
議」などが地域のどこでも見られ、そこに
は地域福祉の考え方が自然と備わってい
ました。

▲

地域の中で失われつつある「人
と人とのつながり」を考え、誰もが安心し
て心豊かに暮らせる地域にするため、地
域福祉について改めて考えてみましょう。▲

お話の女の子のように、たった一言の
「おはよう」がこんなにもたくさんの人と
仲よくなれるきっかけになることもあり
ます。「おはよう」から始まる地域福祉。
皆さんも始めてみませんか？

■問い合わせ　福祉課　☎９４２-１１５０

シッテル？

市役所からのお知らせ市役所からのお知らせ

子どもと外で遊ぼう

■問い合わせ　子育て支援課　☎９４２-１１５７

遊具の充実した
花鶴が浜公園

▲

後期高齢者医療制度   保険料の支払い方法をご確認ください

「普通徴収」の欄に金額が書いてある場合は、同封の納
付書でお支払いください。
※�この場合、７月・８月・９月の3期分の納付書が同封されています。

この場合、10月から
年金天引きに移ります。

「地域福祉」とは、地域の人と人との
つながりをたいせつにし、お互いに
助けたり助けられたりする関係やそ
の仕組みをつくっていくことです。

「おはよう」から始まる地域福祉
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９月22日、リーパスプラザにおい
てプロムナードコンサート2012 in 
KOGA「星FULLジャズ」が行われ
ました。あいにくの雨模様となり、
当初予定されていた広場からホー
ルへと会場が移されたものの、集

まった観客は、その憂鬱さを吹き飛ばすような迫力のある
演奏に聞き入りました。今回のコンサートは、ソリストと
して活躍する演奏者が集結したバンド、オールスタービッ
グバンドが出演し、「ムーンライトセレナーデ」「星に願いを」
といった定番から、「オリンピックメドレー」など旬のもの
まで、さまざまな曲が演奏されました。また、ゲストボー
カルの佐藤真由美さん・西村和真さんの力のある歌声も、
ジャズの調べを盛り上げました。

９月10日、小野小学
校６年生が認知症
ジュニアサポーター
講座を受講しまし
た。認知症サポー
ターのボランティア
の寸劇を見た後、ボ
ランティアといっ
しょに認知症の人へ
の接し方を話し合い

ました。子どもたちは、事前に特別養護老人ホームみ
どり苑を訪問し、入所者との交流を行っており、その
経験を基に、「何回聞かれても優しく答える」「いっしょ
にいるようにする」と活発に意見を出していました。

山本忠生さん・悟
史さん親子（小竹）
が、７月１日に行
われた第40回少
林寺拳法福岡県大
会・組演武親子の

部で、最優秀の成績を修めました。二人は、12月2日に神奈
川県で行われる全国大会へ出場します。大会の前には練習日以
外にも自宅で練習を重ねたという、青柳小学校６年生の悟史さ
んは「全国大会でも優勝できるようにがんばります！」と力強く
語ってくれました。

９月17日、敬老の日にちなみ偕楽荘（薬王寺）で、小野少年野球と小野ジュニア（バ
レーボール）の子どもたちが高齢者の背中を流すイベント「お背中流し隊」が行わ
れました。子どもたちは「お年寄りの肌は弱いので、最初は優しく洗うこと」「洗
い終わったら、きちんと挨拶すること」など注意を受けた後、入浴中の高齢者の
背中を丁寧に流していました。

●12月生まれの赤ちゃんの写真は、11月７日㈬必着。掲
載は１～３歳で、１人１回とします。①赤ちゃんの氏名・
ふりがな、②赤ちゃんの生年月日、③住所、④保護者氏名、
⑤電話番号、⑥メッセージ（40文字以内）、⑦写真返却の
要否を記入のうえ、郵送または持参してください（「郵送返
却」・「窓口受け取り」・「返却必要なし」のいずれかを記入。

「郵送返却」希望の場合は、80円切手を貼った返信用封筒を
同封。「窓口受け取り」希望の場合は、誕生月の10日以降に
広報係へお越しください）。
●宛て先・問い合わせ【〒811-3192（住所不要）古賀市役
所経営企画課広報係☎９４２-１３４６】
●市ホームページからも応募できます。

８月21日、22日
の２日間、小野小
学校と青柳区公民
館で「特定用途制
限地域の都市計画
素案」に関する説
明会を行いました。今後、参加者からの意見を踏まえ、これか
らのまちづくりのために特定用途制限地域の指定に向けた取組
を進めます。
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Machi
kado

街角スナップでは読者の皆さんからの投
稿をお待ちしています。市ホームページ
からも簡単に投稿できます。

お誕生日　　　　おめでとう10

お願い　写真は頭全体が写ったものをご応募ください。

「お背中流し隊」出動！

秋の夜長に
ジャズの調べ

私たちに何ができるかな

 市ホームページ（http://www.city.koga.fukuoka.jp/）の街角スナップでは、ここには掲載できなかった情報もたくさんご覧い　ただけます。

矢
や の

野　湊
そうすけ

祐ちゃん
10月３日生　天神

お誕生日おめでとう！
湊祐の笑顔で毎日幸せ
です。これからも元気
に育ってね。

1
さい

大
おおつぼ

坪　颯
そうま

真ちゃん
10月16日生　米多比

１歳のお誕生日おめで
とう。颯真の笑顔が大
好きです。これからも
元気いっぱい大きく
なってね。

1
さい

本
ほんだ

田　雅
まさたか

隆ちゃん
10月27日生　小竹

1歳おめでとう！！まー
くんの笑顔 大好きだ
よ♪生まれてきてくれ
てありがとう♡

1
さい

末
すえよし

吉　理
り よ こ

世子ちゃん
10月７日生　小竹

これからも元気で明る
い理世子でいてくださ
い。家族みんな、あな
たのことが大好きで
す。

2
さい

河
かわの

野　幸
ゆきまさ

昌ちゃん
10月18日生　花見東

お誕生日おめでとう☆
笑顔がかわいい幸昌
君、これからも元気よ
く大きくなってね。

1
さい

下
しもまい

舞　茉
まつり

莉ちゃん
10月28日生　天神

いつも茉莉の笑顔に癒
やされます。みんなに
愛されて、元気に育っ
てね。初誕生日おめで
とう。

1
さい

藤
ふじもと

本　凜
りんか

佳ちゃん
10月12日生　千鳥

お誕生日おめでとう。
これからもそのまぶし
い笑顔と有り余る元気
で大きくなあれ！

1
さい

長
ながさき

崎　水
み み

美ちゃん
10月19日生　花鶴丘

お兄ちゃんたちに囲ま
れ毎日スクスク育って
いるね☆これからも元
気に楽しく過ごそう
ね。

2
さい

濵
はまだ

田　茉
ま き

希ちゃん
10月13日生　米多比

お誕生日おめでとう。
表情豊かで明るい茉希
が大好きです♡これか
らも笑顔で育ってね。

3
さい

穴
あない

井　遥
はると

翔ちゃん
10月26日生　美明

お誕生日おめでとう！
いつもニコニコのはる
くんが大好き♡その笑
顔で元気に育ってね！

3
さい

小
こがねまる

金丸　蓮
れんた

太ちゃん
10月14日生　川原

蓮太の笑顔が大好きだ
よ☆元気いっぱいお兄
ちゃんとお姉ちゃんと
仲よく遊んでね！

1
さい

平
ひらた

田　丈
じょう

ちゃん
10月27日生　米多比

丈くんお誕生日おめで
とう☆いつもたくさん
の笑顔ありがとう！元
気いっぱいに育って
ね！

1
さい
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日 月 火 水 木 金 土

休

休

休 整理休館日

休

休

読 ボ ン ィ 養書 ラ テ ア 成 講 座

編集　市立図書館　☎942-2561　 944-0918
 http://www.lib-citykoga.org/

日時 ▼第５回　12月2日㈰　第６回 ▼1月27日㈰　いずれも、時間は13時から
対象 ▼２回とも参加できる人　　定員 ▼ 40人（応募多数のときは抽選）
申込方法 ▼往復はがきに氏名、郵便番号・住所、電話番号を明記し申し込みください。
　　　　　【宛先】〒811-3103 古賀市中央２-13-１　古賀市立歴史資料館
申込期間 ▼11月15日㈭必着　　材料費 ▼ 100円

このコーナーは、生涯にわたって学ぶことができ、学んだことが生かせる
生涯学習社会の実現をめざして、さまざまな情報を提供しています。

［テーマ］
家族みんなで支え合うことのたいせつさ、感謝
などの思いを伝えるもの。子育てなどを社会も
応援していくことのたいせつさを伝えるもの

［必要事項］▲

三行ラブレター
　本文（100文字以内）、タイトル▲ �

写真　作品（カラー・モノクロ可、サイズ指定
なし）、タイトル、作品の簡単なエピソード

［申込方法］
氏名（ふりがな）、電話番号、郵便番号・住所を
明記の上、郵送、応募箱、Ｅメール、FAX（写
真除く）で申し込み

［申込期間］
11月１日㈭まで（必着）

［応募箱設置場所］
リーパスプラザ、サンコスモ古賀、市役所
サンフレアこが、青少年総合センター
古賀市隣保館「ひだまり館」
※�作品は未発表・オリジナルのものに限ります。

応募作品は返送しません。人物が被写体の場
合は、応募の承諾を得てください。応募作品
の一切の権利は、古賀市に帰属します。

［問い合わせ］　生涯学習推進課
〒811-3103 古賀市中央２-13-１
☎９４２-１３４７　 ９４２-１３６１
*shogaku@city.koga.fukuoka.jp

＊奇数月の第２土曜日につどいの広場を
開放しています。11月のスポットタイ
ム（11時～12時）では運動遊びをします。

　

国
で
は
平
成
19
年
度
か
ら
11
月
の
第
３
日
曜
日
を「
家

族
の
日
」、
そ
の
前
後
各
１
週
間
を「
家
族
の
週
間
」と
定

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
で
は
11
月
を「
ふ
く
お
か
・
み

ん
な
で
家
族
月
間
」と
し
、
子
育
て
中
の
家
族
を
応
援
す

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
も
家
族
月
間
に
ち
な
ん
だ
取
組
と
し
て
、

三
行
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
募
集
し
、
期
間
中
リ
ー
パ
ス
プ
ラ
ザ

内
に
展
示
を
行
い
ま
す
。「
夫
か
ら
妻
へ
」「
子
ど
も
か
ら

親
へ
」「
親
か
ら
子
ど
も
へ
」「
子
ど
も
か
ら
祖
父
母
へ
」

「
社
長
・
上
司
か
ら
子
育
て
中
の
社
員
へ
」
な
ど
、
こ

の
機
会
に
家
庭
や
地
域
、
職
場
で
家
族
の
絆
の
た
い

せ
つ
さ
を
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼日時　11月10日㈯　９時～13時

▼場所　つどいの広場
　　　　「でんでんむし」

＊子どもたちのステージ発表
や、遊び・もの作りなどの体験
ができます。

▼日時　11月25日㈰
　　　　10時～17時

▼場所　リーパスプラザ他

▼講師　鶴田明子さん
　　　　（親子関係アドバイザー）

▼日時　11月１日㈭　10時～12時

▼場所　リーパスプラザ大会議室

ミニ展示  考古学講座のお知らせ●資料館では、ミニ展示「考古学講座」を実施しています。展示品
は２週間くらいで入れ替えます。10月

▲

①打製石器と磨製石器　②旧石器のいろいろ

～読書ボランティア　スキルアップ講座～
［第１回］　11月８日㈭
「今なぜ読書なのか　本がもたらす生きる力」
［第２回］　11月15日㈭
「子どもと本の出会いをつくる　絵本の読み聞かせと選び方」
※いずれも、時間は14時～16時

▼対象　一般市民　（２回とも参加できる人）

▼定員　30人　　 ▼場所　サンフレアこが視聴覚室

▼講師　川島久美子さん（大野城まどかぴあ理事）

▼託児　10月26日㈮までに要申込（１歳から）

▼申込期間　10月10日㈬　10時から

▼申込方法　図書館カウンター
　または電話でお申し込みください。（先着順）

＊第55回西日本読書感想画
　コンクール優秀作品展示

▼期間　
　10月17日水午後
　　　　　～28日日午前

▼場所　サンフレアこがギャラリー

＊布の絵本展
＊ぬりえ募集
＊図書館クイズ

▼日程　10月20日土
小学生の「子ども一日図書館員」が、カウンター業務や本の
配架などを体験します。

▼期間　10月21日日23日火24日水の３日間
▼場所　サンフレアこが視聴覚室　　※なくなり次第終了

「物語のたて糸とよこ糸」
＊『ルドルフとイッパイアッテナ』や

『白孤魔記』などで大人気の児童文学作
家、斉藤洋さんの講演会を開催します。

▼日時　10月27日土　13時30分～15時

▼場所　サンフレアこが視聴覚室

▼対象　一般市民

▼定員　80人（要予約）　※先着順

▼申込方法　図書館カウンター、または電話で
　　　　　　お申し込みください。
※本の販売と、サイン会があります。

どようおはなし会…11時～11時30分
赤ちゃんおはなし会（０歳児）
　　　　　　…11時～11時20分、11時40分～12時
小さい子のおはなし会（１～３歳児）…11時～11時30分
名画会…14時
子ども映画会…14時
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第148回図書館 No.415

歴史資料館
だより

図書館マスコットキャラクター

▲

ことちゃん

入 場
料無
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読書講演会

▲市立図書館携帯検索
サイトはこちらから

文学散歩

市立歴史資料館　☎９４４-６２１４　 ９４４-６２１５　  http://www.lib-citykoga.org/

図書館からのお知らせ
●ほかの図書館で借りた本を
誤って返却する人が増えてい
ます。本を返す前に、もう一
度よくお確かめください。

［自然史・歴史講座］ 「古代の武器を作ろう」

父と子のつどいの広場 子どもわくわくフェスタ

「コスモス市民講座＆家族の日講演会」

【テーマ】

「家族の絆」

＊家族の日関連イベント情報

親子で楽しんで
みませんか？

家族へ…
「三行ラブレター」
「写真」大募集！

★抽選で★ 地
域
で
学
ぼ
う

「
家
族
の
絆
」

子ども一日図書館員

ブックリサイクル

その他イベント

全２回

斉藤洋さん講演会

期間 ▼10月19日金～10月28日日
第66回読書週間標語 「ホントノキズナ」

図書館まつりに行こう！第17回

子ども一日
図書館員

図書館まつり10/19金～28日
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月 日 行事名 時間・場所 対象 参加費ほか 申込期限・申込先

11
月

４日㈰
11日㈰ 第15回市民野球大会 ８時30分開始

千鳥公園・小野公園
地域・職域
クラブチーム 2,000円／チーム ☎080-1779-0256

（楢橋）

11日㈰ 婦人秋季バレーボール大会 ８時30分受付
古賀西小 会員 2,000円／チーム 11月４日㈰

☎946-2498（田森）

11日㈰ ゲートボール秋季大会 ８時～12時30分
千鳥苑 一般市民 1,000円／チーム 10月21日㈰

☎943-2421（千鳥苑）

11日㈰ 市長杯争奪少年剣道大会 ９時開始
舞の里小 小・中学生 無料 10月31日㈬

☎942-6440（染原）

21日㈬ 冬季親善
グラウンドゴルフ大会

９時～12時
市立球技場 一般市民・会員 500円／一般

500円／会員
11月15日㈭
体育協会事務局

23日㈮・㈷ 第27周年
リズム体操の集い

10時～12時
市民体育館 一般市民・会員 無料 当日受付

25日㈰ ウインターカップ（トリム）
ソフトバレーボール大会

８時30分受付
クロスパルこが 一般市民（団体） 3,000円／チーム

11月15日㈭
☎090-3655-4146

（穐吉）

25日㈰
雨天予備日
12月9日㈰

硬式ジュニアテニス大会 ８時30分集合
久保コート

小学４年生～
中学生

（初心者・初級者）
500円／人 11月15日㈭

体育協会事務局

25日㈰ 中学校近隣交流
バスケットボール大会

９時～17時
古賀中

中学校
クラブチーム 2,000円／チーム 10月31日㈬

☎944-0861（成富）

12
月

２日㈰
雨天予備日
平成25年
３月３日㈰

硬式テニス大会
会長杯争奪団体戦

８時30分受付
千鳥・久保コート

小学４年生～
中学生

（初心者・初級者）
3,000円／チーム 11月22日㈭

体育協会事務局

２日㈰ 第16回市民親善
ピンポン大会（記念大会）

８時30分受付
市民体育館

一般市民・市内
通勤者（初心者
はシングルス、
A～C級はダブ
ルスの団体戦）

300円／人 11月10日㈯
体育協会事務局

９日㈰ 市民ソフトテニス大会
ミックスダブルス

10時集合
久保コート

一般市民
大学生・高校生 1,000円／人

11月30日㈮
☎090-7442-6167

（逸見）

16日㈰ 市民親善射納会 13時開始
市弓道場 会員 無料 12月８日㈯

弓道協会

１
月

３日㈭
雨天中止 硬式テニス新春初打ち大会 10時集合

久保コート 一般市民 無料 当日受付

14日㈪・㈷ フォークダンス
地域交流会

10時～15時
市民体育館 一般市民 無料 当日受付

14日㈪・㈷ 市民初射会 13時開始
市弓道場 会員 無料 １月５日㈯

弓道協会

27日㈰ 第26回
市レディース卓球大会

８時30分受付
市民体育館

一般市民・会員
ジュニア会員

800円／一般
400円／会員・中学生

１月７日㈪
体育協会事務局

【フォークダンス協会】
●りんどうフォークダンス同好会
日時

▲

毎週火曜日　14～16時
場所

▲

リーパスプラザ研修棟307号室
対象

▲

一般市民（初心者歓迎）
申込先

▲

体育協会事務局
　　　　☎９４４-１８２５

●ポピーフォークダンス同好会
日時

▲

毎週木曜日
　　　13時30分～15時30分
場所

▲

リーパスプラザ研修棟206号室
対象

▲

一般市民（初心者歓迎）
申込先

▲

体育協会事務局
　　　　☎９４４-１８２５

　10月27日㈯、市体育協会では、昨年に引き続き市民健康スポーツの日を開催します。
　「自分のスポーツを見つけよう!」をテーマに、昨年は10月15日に開催し、約
1,000人の市民の皆さんが参加しました。今年は、より内容を検討し、市民の皆
さんがそれぞれの目的や体力に応じて気軽にスポーツに取り組むことができる集
いを開催します。詳しくは、体育協会発行のチラシなどをご覧ください。

対象●一般市民、スポーツ団体など
日時●12月１日㈯　９時～13時　　参加費●無料

［講演］　９時30分～10時
「ジュニア期そして今の自分の年齢でやるべき体力維持のための運動」
　　　　　～体力アップをめざして！～
　　　　　　　　　　　　講師●吉原剛さん（アスリートワイズパフォーマンス代表）

［体力テスト＆ゲーム］
10時～13時
実技指導●吉原剛さん　他
※�詳しくは、今後発行予定の体育協会のポ

スターなどをご覧ください。
主催●市体育協会・古賀市・市教育委員会

月例会 登山協会 ゲートボール連合 グラウンドゴルフ記録会 軽スポーツ協会
毎月第３日曜日 11/11㈰、12/９㈰、１/５㈯ 毎月第３水曜日 毎週火曜日

場　所 10月：薬王寺水辺公園
11月、1月：古賀グリーンパーク　12月：清滝

千鳥苑 市立球技場 市立球技場、市民体育館
時　間 ８時30分 ８時30分 ９時～11時
対　象 一般市民 会員 会員 一般市民
参加費 個人300円、家族500円 １チーム　1,000円 200円 年会費　5,000円（半期2,500円）
申　込 当日現地受付 千鳥苑　１週間前まで 当日現地受付 当日現地受付

対象●市民の皆さん　　参加費●無料
日時●10月27日㈯　９時受付　９時30分開始
場所●市内小・中学校の体育館、運動場、千鳥公園、久保テニスコート
　　　リーパスプラザ研修棟、市武道館、市弓道場、市民体育館
　　　市立球技場、クロスパルこが　他

　８月19日、体育協会19加盟団体に
よる市内体育施設の清掃活動「クリーン
デー」を実施しました。
　朝から太陽が照りつける暑さの中、
約600人の体育協会会員は、日頃から
使用している体育館、運動場などを「私
たちの体育施設
をより美しく」
の願いを込めて
清掃活動をしま
した。

会員募集＊

このページは体育協会による制作です。

■申し込み・問い合わせ　市体育協会事務局　☎・ ９４４－１８２５（日・月曜日、祝日は休み）

［第２回］ 市民健康スポーツの日　10月27日土
EVENT

市民スポーツ研修会　　＊家族で参加しませんか？＊
EVENT

11月 ▼平成25年１月のスポーツ行事

自分の体力を知りましょう！

▲

私たちの体育施設をより美しく

「クリーンデー」を実施

REPORT

▲昨年の市民健康スポーツの日の様子。卓球（写真左）、剣道（写真右）を体験する子どもたち。

＊体力アップ・健康増進をめざして、気軽にご参加ください。＊

※登山協会の時間は、８時40分



［エコロの森］分別収集日●いずれも10時15分から
　12時45分までです。10月17日水11月７日水11月13日火11月21日水
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日時　10月27日㈯13時～15時20分
場所　福岡女学院看護大学大講義室
テーマ・講師
　「【傾聴】～話し上手は聴き上手」
　�前田三枝子さん（福岡女学院看護大学
学部長）
　「知って得するがんとのつきあい方」
　福井幸子さん（福岡女学院看護大学教授）
受講料　無料（予約不要）
問い合わせ　福岡女学院看護大学
　☎９４３-４１７４

子育てサポート（祖父母）講座

　おじいちゃん、おばあちゃんはもちろ
ん、もうすぐおじいちゃん、おばあちゃ
んになる人も、お茶を飲みながらお話を
しませんか。
日時・テーマ
第１回　10月27日㈯
「子ども（孫）の健やかな育ちについて」
第２回　11月17日㈯
「今どきの子育て事情」
第３回　12月１日㈯
「楽しいコミュニケーションで上手に子
育て、親育て」
※いずれも、時間は９時30分～11時30分
場所　花見ひかり保育園「ひよこっこ組」
講師　桑野嘉津子さん
参加費　無料
申込期間　10月19日㈮まで
問い合わせ　花見ひかり保育園
　☎９４４-１１５２

教育大へ行ってみよう！
Jr.サイエンス＆ものづくり

　さまざまな科学実験・体験、ものづく
りのほか、弦楽器などの生演奏や指揮体
験、スポーツ体験、「鉄道模型を作って
走らせよう！」など、教育大学ならでは
の楽しい企画が盛りだくさんです。詳し
くは公式ホームページをご覧ください。
日時　10月28日㈰10時～16時
場�所　福岡教育大学（宗像市赤間文教町１-１）
対�象　小・中学生・高校生及び保護者
※幼児が参加できるものもあります
参�加費　無料（「鉄道模型を作って走らせ
よう！」のみ材料費あり）

問い合わせ　福岡教育大学連携推進課
　☎０９４０-３５-１２３８　
　 http://www.fue.ac.jp

お知らせ

血液製剤でＣ型肝炎ウイルスに
感染した人へ給付金のお知らせ

　出産や手術における大量出血などの際
に、特定の血液製剤を投与されことに
よって、Ｃ型肝炎ウイルスに感染した人
に、給付金を支給します。詳しくは、厚
生労働省ホームページまたは相談窓口
（平日９時30分～18時）へ。
申込期間　平成25年１月15日㈫まで
問い合わせ　厚生労働省
　☎０１２０-５０９-００２
　 http://www.mhlw.go.jp

いのちへの優しさとおもいやり
10月は臓器移植普及推進月間

　臓器移植は、臓器の機能が低下したり、
全く働かなくなったりする病気の唯一の
根治療法です。移植を待ち望んでいるた
くさんの患者さんのために、この機会に
臓器移植や、命について考えてみません
か。臓器提供の意思がある人も、ない人も、
運転免許証や健康保険証の裏面の「臓器提
供意思表示欄」に記入しておきましょう。
問い合わせ　㈳日本臓器移植ネットワーク
　☎０１２０-７８-１０６９

募集・セミナー

吹奏楽フェスティバル開催

　クラシックからポピュラー音楽まで、
多彩なジャンルの曲を用意して楽しいス
テージを繰り広げます（入場無料）。
日時　11月23日㈮・㈷10時30分～16時30分
場所　リーパスプラザ大ホール
出�演　古賀竟成館高等学校吹奏楽部と古
賀市民吹奏楽団ハイドレンジア・ブラ

ス・ソサエティの合同など全19団体
問い合わせ　生涯学習推進課　
　☎９４２-１３４７

チャイルドシートなど
寄付のお願い

　市社会福祉協議会では、一時的にチャ
イルドシートなどが必要となった人へ
の、貸し出しを予定しています。
　そこで、ご家庭で不要となったベビー
シート・チャイルドシート・ジュニアシー
トがありましたら、寄付をお願いします。
受付は随時行っています。
対象
・�平成19年度以降製造のもので取扱説明
　書があるもの
・�カバーが取り外せてクリーニングが可
　能なもの
・�シミ・色あせがなく、ボタン・ファス
　ナーが壊れていないもの
・�ジュニアシートは背もたれのあるもの
問い合わせ　市社会福祉協議会
　☎９４４-２９４１

入会説明会のご案内

　健康で働く意欲のある60歳以上の人を
会員として、雇用によらない臨時的・短
期的な仕事を提供します。
日時　10月17日㈬13時30分
場所　市シルバー人材センター
問い合わせ　市シルバー人材センター　
　☎９４２-６９９４

福岡女学院看護大学
秋季公開講座　

　大学のスローガンである「ささえ、育
み、未来につなぐ」をテーマに、秋季公
開講座を開催します。

第９回たかつ寄席開催

　毎秋恒例古賀市唯一の落語会。今回は
笑福亭風喬さん・いわみせいじさんに加
え、ゲストに川崎亭好朝さん（川笑一座
座長）をお呼びします。
日時　11月３日㈯・㈷18時30分開場
　19時開演
場所　古賀南区公民館
入場料　前売り1,000円　当日1,200円
※�前日までに電話予約すれば、前売り料
金で購入できます。

問い合わせ　いけす居酒屋たかつ
　☎９４４-０２９５

県農業大学校　
平成25年度学生募集　

　県農業大学の学生を募集します。
試験日　12月14日㈮
募�集科　養成科（野菜・花き・果樹・水
稲経営・畜産・総合）

定員　50人
対�象　学校教育法の規定による高等学校
を卒業し（または同等以上の学力があ
ると認められる者）、かつ就農意欲が
高く、身体強健な者

申込期間　11月16日㈮から
※�願書は県北筑前普及指導センター（福
津市）でも配布しています。

問い合わせ　県農業大学校
　☎９２５-９１２９

パソコン教室受講生募集

　市シルバー人材センターでは随時受付
のパソコン教室を開催しています。初心

者にはマンツーマンで指導します。
日時　毎週火・木曜日（週１回の月４回）
　10時～12時、13時30分～15時30分
場所　市シルバー人材センター
参�加費　月額3,000円（テキスト代別途）
問い合わせ　市シルバー人材センター　
　☎９４２-６９９４

相　談

行政書士による
交通事故無料相談会

　示談書・損害賠償請求書の作成及び保
険請求手続きなどについて、行政書士が
相談に応じます（申込不要）。
日時　10月20日㈯10時～16時
場�所　県行政書士会館（福岡市博多区東
公園２-31）

問い合わせ　県行政書士会
　☎６４１-２５０１

無料法務総合相談のお知らせ

　金銭貸借、相続、雇用、交通事故など
の法律相談やいじめ、体罰、差別などの
人権問題など、あらゆる相談に応じます
（秘密厳守、相談無料、申込不要）。
日時　10月30日㈫９時30分～14時
場�所　粕屋町福祉センター（粕屋町長者
原252）

相�談員　公証人、弁護士、人権擁護委員
など

問い合わせ　福岡法務局人権擁護部
　☎８３２-４３１１

●来月に開催されるＫ-１（古賀の一品）グ
ランプリ、その事前試食会に行ってきまし
た。初めて開催される食のグランプリとあっ
て、出場者も気合十分。趣向を凝らした一
品が並んでいました。●それぞれの作品を
試食していくうちに「もう少し味が濃い方
がいいっちゃないと」「今の調味料よりこっ
ちの味が…」といった意見が飛び出し、そ
のまま改良品の試作に走る人も。●その様
子は競い合うグランプリというより、いっ
しょに技術を高めていく品評会のようで、
古賀の新しい名物を作りたい！という、出
場者の思いが感じられました。●より磨き
がかけられた逸品を味わえるＫ-１（古賀の
一品）グランプリ、お楽しみに！  （永延）

　11月９日～15日は、全国秋季火
災予防週間です。火災が発生しやす
い時期ですので、住宅防火の３つの
習慣を実践してみてください。
①寝たばこは絶対やめる。②ストー
ブは燃えやすい物から離れた位置で
使用する。③ガスこんろなどのそば
を離れるときは、必ず火を消す。
　まずは、心がける習慣を身につけ
ましょう。

●老朽消火器回収のお知らせ●
　11月11日 ㈰ ９ 時 か ら12時 ま
で、防災協会が粕屋北部消防本部と
新宮分署前において、老朽化した住
宅用消火器の回収を行います。処分
に困っているご家庭はご利用くださ
い。（処理費１本1,000円）

粕屋北部消防本部
☎９４４―０１３１

http://www.khfd-119.koga.fukuoka.jp

●イベントや情報の掲載希望は、内容・日時・場所と連絡先を明記の上、メール、郵送または持参してください。12月下旬～１月の情報は11月７日㈬必着。ご希望に添えない場合も
ありますので、ご了承ください。宛て先・問い合わせ【〒811-3192（住所不要）古賀市役所経営企画課広報係☎942-1346】*pr-koho@city.koga.fukuoka.jp

ひとのデータ

▲

2012年８月末現在
（　　）は前年比

人口…… 59,035人（+273）

男性…… 28,422人（+　91）

女性…… 30,613人（+182）

世帯数…23,536世帯（+307）

出生	 56人
死亡	 34人
転入	176人
転出	195人

古賀市役所　☎９４２-１１１１
http://www.city.koga.fukuoka.jp/
pr-koho@city.koga.fukuoka.jp

情報
information

日時 10月19日㈮　10時～11時30分
場所 花見松原　　集合場所 市役所
内容 松葉かき体験・沿革と今後の課題
対象 一般市民　　定員 25人（先着順）
主催 松原ネット花見

消すまでは　出ない行かない　離れない

秋の火災予防週間

日時 10月31日㈬ 10時～12時
場所 小寺油脂㈱　集合場所 市役所
内容 リサイクル施設の見学・説明
対象 一般市民　　定員 25人（先着順）
主催 小寺油脂㈱

［問い合わせ］　NPO法人エコけん　☎９４４-６４５０

花見松原保全活動体験 ～活動の歩みとともに～ 天ぷら廃油のリサイクルについて

NEWS

参加者募集！＊「ぐりんぐりん古賀」（古賀市環境市民会議）では、
さまざまな団体・企業が活動しています。市民向けの体験型講
座も開催していますので、いっしょに楽しく学んでみませんか。

※いずれも、申込期間は講座実施日の５日前まで

消防TOPICS

トピックス
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▲

８月17日にリーパスプラザで開催され、満員
御礼の大盛況だった「つながり　にぎわう　大吉
プロジェクト」。イベントの大成功を記念し、博
多華丸・大吉さんをはじめ、テレビなどでおなじ
みの豪華出演陣からサイン色紙（寄せ書き）をいた
だきました！これはファンならずとも貴重なお
宝？！皆さん、どうぞ奮ってご応募ください！　今回は特別企画！古賀市民限定の品を

３人にプレゼントします。下記の内容を
明記し、はがきかＥメールでご応募くだ
さい。応募は一人一口とします。なお、
当選者には、商品引換券をお届けします。

■�記入内容
①郵便番号、住所、氏名、年齢、職業、
連絡先（電話番号かＥメール）②今月号
で一番興味を持った記事を教えてくだ
さい。③古賀市にひとこと

■宛て先　〒811-3192（住所不要）
　古賀市役所経営企画課
　古賀のよかもんプレゼント係
　締切：10月31日㈬（当日消印有効）
*yokamon@city.koga.fukuoka.jp

　
「
魚
を
千
匹
与
え
る
よ
り
も
一
匹
の
魚

の
釣
り
方
を
教
え
る
こ
と
の
方
が
た
い
せ

つ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
言

葉
に
は
、
子
ど
も
の
た
め
に
は
、
千
匹
の

魚
を
与
え
る
よ
り
も
、
一
匹
の
魚
の
釣
り

方
を
教
え
た
ほ
う
が
、
そ
の
子
の
「
生
き

る
力
」
と
な
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
た
い
せ
つ
な
の
は
与
え
ら
れ

た
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
は
な
く
、

子
ど
も
が
自
ら
学
ぶ
姿
勢
を
身
に
つ
け
る

こ
と
な
の
で
す
。

　

花
鶴
小
学
校
で
は
、
自
ら
学
ぶ
習
慣
を

身
に
つ
け
る
取
組
の
一
環
と
し
て
、
２
年

生
か
ら
、
辞
書
を
引
い
て
付
せ
ん
を
貼
る

「
辞
書
引
き
学
習
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
学
習
法
を
取
り
入
れ
た
と
こ
ろ
、
子

ど
も
た
ち
が
意
欲
的
に
学
習
す
る
姿
が
多

く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大吉プロジェクトサイン色紙
［協力］大吉プロジェクト出演者の皆さん

サインにご協力いただいた出演者の皆さん　博多華丸・
大吉／矢野・兵動／麒麟／フルーツポンチ／バッドボー
イズ（佐田正樹）／松下笑一／みやもとこうじ（敬称略）

プレゼント

［問い合わせ］
経営企画課広報係 ☎９４２-１３４６
古賀市商工会　　☎９４２-４０６１

＊�このコーナーでは、商品を提供していただけ
る店舗・事業所を募集しています。お問い合
わせは、市経営企画課もしくは市商工会まで。

古賀市民限定！

ご
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？
「
辞
書
引
き
学
習
」

～
子
ど
も
が
自
分
で
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～

●
花
鶴
小
学
校▲熱心に国語辞典を引く子どもたち

REPORT

PROFILE●1965年生まれ。愛知県刈谷市立亀城小学校教諭時代、学
び方研究に取り組み、付せんを活用した「辞書引き学習法」を開発する。
2008年４月より2010年３月まで立命館小学校校長。2010年４月より
中部大学現代教育学部准教授。

深谷圭助さん ……………………………………  Fukaya Keisuke

▲

子どもが自ら考える力が身につく、と今話題
の「辞書引き学習」の提唱者である中部大学准教
授の深谷圭助さんを招いて、教育講演会を実施
します。皆さん、ぜひ、ご参加ください。

「自学自習の習慣をつける
辞書引き学習」（仮題）内容

講師 深
ふ か や

谷圭
けいすけ

助さん（中部大学准教授）

「辞書引き学習」教 育 講 演 会

■問い合わせ　花鶴小学校　☎９４３-５０００

日時　11月27日㈫
　　　15時35分～16時55分

場所　花鶴小学校体育館
※座席に限りがありますので、早めにご来場ください。

申し込
み不要

入場無
料


